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本研究 は、ヨハ ン・ホイジ ンガ (Johan H u iz in g a )の 遊 戯 文化論につ いて、そ の

社会的・ 思想的背 景を明らか にした。

ホイジ ンガの遊 戯文化論研 究は、こ れまで数多 く行われ てきた。し かし、遊 戯

文化論の 社会的・ 思想的背景 を明らか にした研究 はなかっ た。わが国 はもちろ ん、

オランダ において も、こうし た研究は 行われなか った。遊 戯文化論の 背景に、 近

代社会や 近代文明 に対するホ イジンガ の批判的認 識があっ たとの見方 は存在し た

が、実証 的に行わ れた研究は なかった 。この点で 、本研究 は、ホイジ ンガの遊 戯

文化論研 究に新た な貢献がで きた。

本研究 では、二 つの課題を 設けた。

第一に 、ホイジ ンガの遊戯 文化論に は、どのよ うな社会 的背景があ ったのか 、

オランダ 社会の近 代化過程と 生活様式 の変化から 明らかに することで ある。

そこで まず、オ ランダ社会 の近代化 過程を、産 業化、人 口変動と都 市化、ナ シ

ョナリズ ム化、大 衆化、教育 の近代化 の五つの柱 を立て、 それぞれに ついて明 ら

かにした 。これは 近代化の大 枠を把握 するためで あるが、 同時に、ホ イジンガ の

遊戯文化 論の社会 的背景を探 る意図が あった。

オラン ダの産業 化は、ホイ ジンガの 生涯を通し て進んだ 。ホイジン ガが生ま れ

た産業革 命期以降 、オランダ 社会は急 速な産業化 を遂げた 。なかでも 工業化の 進

展は、オ ランダの 経済力を強 め、人々 の生活を物 質的に豊 かにした。 だが一方 で、

それまで の家庭的 な手工業や 、ゆとり のある生活 は失われ ていった。 オランダ の

人口は、 ホイジン ガの生きた 時代に急 増し、都市 部では、 人口の集中 化が進ん だ。

より収入 の多い仕 事を求め、 田舎から 移り住んだ 労働者に よって、大 都市は人 間

で溢れた 。そうし たなか、労 働者の間 に選挙権を 求める運 動が起き、 段階的に 選

挙権が拡 大された 。 1917年 に 普 通選挙 制と比例代 表制が導 入されると 、政治は 、

上層階級 から労働 者階級の手 に渡った 。知識や判 断力に乏 しい大衆が 、数の多 さ

で政治を 動かすよ うになった のである 。オランダ の帝国主 義政策は、 インドネ シ

アにおい て文化的 な統制を行 った。軍 備の拡大は 、戦争の ための備え であった 。

他国の文 化を力で 統制し、近 代文明を 戦争に利用 した。普 通教育の普 及は、就 学

率を上げ 、文盲率 を低下させ た一方で 、子どもに 大量の知 識を注入し 、創造力 や

判断力を 養う教育 が疎かにさ れた。学 校教育は、 遊びの要 素を失い、 学ぶこと に

対して受 け身の姿 勢をつくっ た。オラ ンダ社会の 近代化は 、人々を、 遊びと文 化

から疎遠 にした。

次に、 よりミク ロな視点か ら、遊戯 文化論の社 会的背景 に迫った。 労働者層 の

生活に焦 点を当て 、近代建築 と住環境 、労働環境 、自由時 間と余暇活 動、性行 動

を明らか にした。

ホイジ ンガの時 代、オラン ダ都市部 の住環境は 劣悪だっ た。そのた め、いち 早

い改善を 目的に、 標準化・画 一化した 住宅が数多 く建てら れた。それ は、かつ て

の建築と 異質な、 コンクリー トででき た装飾を施 さない一 様なスタイ ルであっ た。



経済的合 理性を重 視したオラ ンダの近 代建築は、 建築にお いて遊びの 要素を消 失

させた。 建築文化 は、画一化 し、多様 性を失った のである 。労働者の 労働環境 は、

産業革命 以降、か なり厳しい 状況にあ った。労働 時間は徐 々に減少し たものの 、

1920年 代 の 終わり まで長時間 労働が行 われていた 。労働者 は、少しで も収入を 増

やすため 、過酷な 労働に耐え ていたの である。仕 事からゆ とりや遊び の要素は 失

われ、非 人間的な 労働形態で 働いてい た。その極 みが、 1920年 代 に 導 入された テ

イラーシ ステムで あった。経 済的利益 を上げるた め、効率 性を徹底的 に追及し た

システム は、人間 を機械化し 、労働か ら精神を奪 った。経 済的・物質 的豊かさ に

取り付か れた社会 の姿であっ た。その ため、自由 時間は、 休息や気晴 らしに利 用

され、ア ルコール に溺れる労 働者も多 かった。教 養を身に つけたり、 自己実現 ・

自己開発 を図る文 化的な活動 を行う労 働者は少な かった。 しかし、 20世 紀 に な り、

少しずつ 自由時間 が増えると 、労働者 のなかには スポーツ や趣味を楽 しむ者が 増

えた。積 極的・能 動的な余暇 活動を行 う労働者が いた一方 で、映画や ギャンブ ル

などの受 動的・消 極的な余暇 活動を行 う者も多か った。遊 びや娯楽は 、近代文 明

の成果を 取り入れ て大衆化が 進んだ。 労働者の性 行動につ いては明言 できない が、

宗教離れ が進む中 で、性倫理 や規律が 緩んだため 、かなり 解放的であ ったと考 え

られる。 特に、都 市部におけ る工場労 働者の間で 、同棲が 多く見られ たことや 、

職場で卑 わいな冗 談がしばし ば交わさ れていたこ と、非嫡 出子の割合 が高かっ た

ことなど から推察 される。見 方によれ ば、精神的 な自己規 律が弱まり 、肉体的 な

欲求を満 たす傾向 があったと も考えら れる。

ホイジ ンガは、 遊びが損な われ、文 化の画一化 が起きた 社会に生き ていた。 こ

うした状 況が、ホ イジンガに 遊びと文 化への関心 を高めさ せた。遊戯 文化論の 社

会的背景 には、遊 びと文化の 重要性を 考えさせる オランダ 社会の近代 化があっ た。

本研究 の第二の 課題として 挙げたの は、ホイジ ンガの遊 戯文化論に は、いか な

る思想的 背景があ ったのか、 ホイジン ガの近代社 会認識と 近代文明批 評から明 ら

かにする ことであ る。

この課 題に答え るため、政 治・経済 、文化・教 育、社会 生活一般に 渡る、近 代

社会と近 代文明に 対するホイ ジンガの 見解を明ら かにした 。ホイジン ガの見解 は、

次の通り であった 。

政治は 、遊びの 要素が薄れ 、面白味 のない生真 面目な活 動になった 。大衆が 議

会政治に 参加した ことで、そ れまでみ られた品位 あるスポ ーツ感覚の 討論がな く

なった。 政党は己 の利益を獲 得するた め、議会に おいてム キになる生 真面目な 打

算的議論 に終始す るようにな った。

経済は 、利益追 求を目的に 効率性を 重視したた め、労働 をはじめ、 生活の様 々

な場から 遊びやゆ とりが失わ れた。す ると人間は 、与えら れた労働、 与えられ た

娯楽のな かで生活 し、自ら考 え判断す る力、創造 する意欲 を喪失した 。

文化は 、画一化 や低迷化が 起きた。 それは、経 済性を重 視した近代 建築、商 業



宣伝に利 用された 芸術、キリ スト教の 倫理や道徳 の及ばな い文学、政 治に利用 さ

れた哲学 などに見 ることがで きる。文 化の創造過 程におけ る努力や修 練、遊び は

失われ、 精神的な 要因が軽ん じられる ようになっ た。

普通教 育は、中 途半端な知 識を身に つけた、受 け身で均 質化した人 間を輩出 し

た。その 原因は、 思考力や創 造力の育 成よりも、 知識の量 を増やすこ とに重点 を

おいた学 校教育に ある。教育 は、有用 性を重視す るあまり 真面目にな り、遊び の

要素が減 退した。

社会生 活は、近 代文明がも たらした 映画やラジ オが安易 な娯楽とし て人気を 得

たが、他 方で、人 間から思考 力や判断 力を奪い、 受け身の 人間を増や した。販 売

部数を増 やすため センセーシ ョナルな 記事を書く 新聞は、 利益を追求 する近代 社

会の真の 姿であっ た。また、 人々の宗 教離れや性 交渉の自 由化が進み 、道徳や 規

範の衰敗 が起きた 。

ホイジ ンガは、 近代社会が 、物の豊 かさや利便 性を追求 したため、 近代文明 に

依存する 度合いが 大きくなり 、人間の 社会生活が 機械化し たと捉えた 。これが 、

人々から 遊びを奪 い、物事に 積極的に 取り組む態 度を失わ せ、文化的 な活動に 対

する意欲 を失わせ たと考えた のである 。

こうし たホイジ ンガの近代 社会認識 と近代文明 批評は、 二つに集約 できる。

(1)19世 紀 以 降、経 済的価値 ・物質的価 値の追求 が社会を支 配して以 来、文化的

価値・精 神的価値 の重要性が 軽視され たこと。

(2)大 衆 社 会の到来 によって 、受け身の 態度をも った人間が 増えたこ とによる思

考の均質 化と文化 の画一化及 び低迷下 が進んだこ と。

これら に共通す るのは、遊 びを失い 、文化の危 機を招い た、近代社 会と近代 文

明に対す る批判で あった。遊 戯文化論 の思想的背 景には、 このような ホイジン ガ

の認識が あった。

ホイジ ンガの遊 戯文化論の 特質は、 美しく生き たい夢や 崇高な理想 が、遊び を

通して表 現された とき、豊か な文化が 創られるこ とにあっ た。またホ イジンガ は、

遊びと文 化の密接 な関係を、 様々な文 化領域で論 証した。 ホイジンガ にとって 、

遊びは、 夢や理想 を表現する 方法であ り、文化の 形成に欠 かせなかっ た。その 遊

びが、近 代社会に おいて、経 済的・物 質的豊かさ を求める あまり、蔑 ろにされ て

いるとホ イジンガ は認識した 。文化を 愛するホイ ジンガに とって、状 況はかな り

深刻であ った。近 代文明に重 みをおく 社会に向け て、遊び と文化の重 要性を説 か

ずにはい られなか ったのであ る。これ が遊戯文化 論となっ て、世に出 たといえ る。

以上か ら、本研 究では次の 結論を得 た。

ホイジ ンガの遊 戯文化論は 、オラン ダ社会の近 代化にお いて、遊び を喪失し 、

文化を危 機に陥れ た、経済的 価値・物 質的価値を 追求する 近代社会・ 近代文明 に

対する批 判的認識 が背景にあ った。


